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1.1.11 計画の基本的考え方計画の基本的考え方

P001-P002 NO.1

凡例
：国管理区間

：県管理区間
：別途、増田川圏域
河川整備で検討

：国管理ダム
：県管理ダム

1. 河川整備計画の目標に関する事項

対象河川位置図

本計画の対象区間は、宮城県の管
理区間（知事管理区間）である22河川、
223.7kmとします。

整備の実施にあたっては、計画の進
捗状況に応じて適宜連絡調整を図り、
流域一体となった河川整備を実施しま
す。

計画対象区間

河川整備計画の対象期間は概ね30
年とします。
なお、本計画は現時点の流域の社

会経済状況、自然環境状況、河川状
況に基づき策定するものであり、策定
後においてはこれらの状況の変化や
新たな知見、技術の進歩等の変化に
より適宜計画の見直しを行います。

計画対象期間



1.1.22 流域及び河川の概要流域及び河川の概要

1.2.1 流域の概要

1.2.2 流域の地形・地質

1.2.3 流域の気候

1.2.4 流域の社会環境

（１）人口

（２）産業

（３）都市・交通

（４）公園・レジャー

1.2.5 流域の自然環境

（１）名取川

（２）広瀬川

1.2.6 歴史・文化

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P003-P012 NO.2



水運幹線路や農業排水路などの治水工事が行われた。
・木曳堀（阿武隈川～名取川区間） ・新堀（名取川～七北田川区間）
・木流堀（名取川・広瀬川を結ぶ水路） ・四谷用水（仙台城下に生活用水等を導く水路）

藩政時代～

洪水調節と農業・工業用水の確保のため、釜房ダムの建設が計画された。
（昭和19年に第2次世界大戦の影響で事業中断）

直轄事業を開始（昭和16年～）

昭和25年8月、観測史上最大の洪水により広瀬川が氾濫、甚大な被害を受けたため、

広瀬橋～牛越橋間で護岸整備を実施。

災害合併河川改修事業（昭和25～31年）

昭和25年8月洪水を対象に計画流量を決定、河道改修を開始した。
名取橋地点 2,000m3/s、広瀬橋地点 2,200m3/s

•昭和36年 大倉ダム完成
•昭和45年 釜房ダム完成

第1次改訂計画（昭和29年）

大倉ダムの完成を受け、計画を改訂。
名取橋地点 2,400m3/s、広瀬橋地点 1,800m3/s

第2次改訂計画（昭和37年）

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 (1)(1)治水事業の沿革治水事業の沿革--11

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P013-P013 NO.3



直轄管理区間における計画高水流量を設定。
名取橋地点 3,400m3/s、広瀬橋地点 2,700m3/s

改訂工事実施基本計画（昭和60年）

工事実施基本計画の改定を受け、直轄管理区間と整合を図り、広瀬川の各支川も含めた計画
を策定。

広瀬川指定区間調査（昭和62年）

平成9年河川法改正。

「治水」「利水」だけでなく、「環境」も加えた総合的な河川整備を行うことが示された。

名取川水系河川整備基本方針（平成19年3月）

名取川水系における治水事業の変遷

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 (1)(1)治水事業の沿革治水事業の沿革--22

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P013-P013 NO.4



名取川、広瀬川では、昭和19年、22年、23年、25年と立て続けて洪水被害が発生しました。
特に昭和25年8月は、観測史上最大の洪水となり、仙台市街地を中心に甚大な被害に見舞われました。
昭和36年に大倉ダムが完成してから、広瀬川の県管理区間においては、堤防を越えて浸水するような洪水は

発生していません。
近年においても、昭和61年、平成元年、平成6年、平成14年に比較的大きな洪水が発生しています。

昭和25年8月洪水（広瀬川宮沢橋流出）

昭和61年8月洪水（ＪＲ東北線ガード下の浸水）

近年の主な洪水

2日雨量
(mm)

昭和19年9月 台風と前線による豪雨 379
死者・不明者22名
全半壊家屋58戸
家屋浸水4,469戸

昭和22年9月11～15日 カスリン台風による大雨 228
家屋流出2戸
浸水家屋2,021戸

昭和23年9月15～17日
アイオン台風と

これに伴う前線による豪雨
211

名取橋下流域で
家屋の流出、浸水

昭和25年8月2～4日 台風11号くずれの熱帯性低気圧 377
死者6人、行方不明4人
家屋の流出・崩壊313戸
浸水家屋4,542戸

昭和57年9月11～13日 台風18号による大雨 144
広瀬川合流地点付近の
無堤防で田畑冠水

昭和61年8月4～5日 台風10号くずれの熱帯性低気圧 270

仙台・名取市において
全壊家屋3戸
床上浸水2,080戸
羅災世帯約12,000戸

平成6年9月22～25日 前線による豪雨 194

名取・岩沼市において
全半壊7戸
床上浸水2,145戸
床下浸水3,139戸

年月日 発生原因 被害状況
広瀬橋地点

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((22))過去の水害過去の水害

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P014-P014 NO.5



名取川水系県区間における主な改修事業

名取川水系県区間における主な改修事業区間

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((33))現在までの主な治水対策の概要現在までの主な治水対策の概要

1. 河川整備計画の目標に関する事項

番号 延長(m) 期間 事業名 事業主

① 9,260 　S25～S30代 災害合併 宮城県

② 1,700 S59～H5 小規模 宮城県

③ 700 H4～H9 局部改良 宮城県

斎勝川 ④ 4,000 S62～H1 宅関促進 宮城県

綱木川 ⑤ 1,500 H3～H10 都市基盤 仙台市

芋沢川 ⑨ 800 H5～H9 局部改良 宮城県

大倉ダム ⑧ - S33～S36 総合開発 旧建設省

旧笊川 ⑥ 4,278 S44～H11 小規模 宮城県

笊川 ⑦ 1,450 H1～H22 都市基盤 仙台市

後田川 ⑩ 1,395 H1～H36 都市基盤 仙台市

立野川 ⑪ 1,146 H11～H13 災害関連 宮城県

前川 ⑫ 2,193 S61～S63 災害関連 宮城県

広瀬川

P015-P015 NO.6



名取川の県管理区間では、比較的流下能力の大きい区間が多いですが、人来田地区では、低
い地盤に住宅や大規模な宿泊施設などが建てられており、浸水の可能性があります。

名取川人来田地区の状況

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((44))名取川の現状と課題名取川の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P016-P016 NO.7



広瀬川の指定区間では、広瀬橋～牛越橋上流区間において、中州・寄州が年々発達するととも
に、その上に樹木が繁茂し流下を阻害しています。

広瀬川 広瀬橋～牛越橋上流区間の中州・寄州

中州・寄州の堆積、樹林化

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((55))広瀬川の現状と課題広瀬川の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P016-P017 NO.8



愛宕堰下流中州の発達状況

現在の愛宕堰下流中州

昭和32年1月

現在

愛宕堰下流中州堤防整備の必要性

米ヶ袋地区や追廻地区などでは、低い地盤にも住宅が建てられており、浸水の可能性のある区間について、
堤防を整備する必要があります。

民家

米ヶ袋地区における計画高水位と地盤高との関係米ヶ袋地区における計画高水位と地盤高との関係

平常水位

大洪水時の水位

平成14年7月洪水の米ヶ袋地区冠水状況平成14年7月洪水の米ヶ袋地区冠水状況

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((55))広瀬川の現状と課題広瀬川の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P016-P017 NO.9



広瀬橋から牛越橋上流までの現存の堤防や護岸は、昭和20年代から30年代にかけて整備されたものであり

損傷や劣化が著しい箇所も見られます。

護岸・堤防の劣化

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((55))広瀬川の現状と課題広瀬川の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項

 

 宮沢橋下流の特殊堤  広瀬橋上流の堤防の損傷・劣化状況 

 評定河原橋上流の特殊堤  花壇自動車学校前の堤防の損傷・劣化状況 

P018-P018 NO.10



昭和51年昭和51年 平成9年平成9年

笊川・後田川の流域開発状況

国道286
号

国道286
号

名取川→名取川→

笊川
後田川

笊川
後田川

水域及び河川

その他用地

幹線交通用地

宅地

荒地

森林

畑、その他農用地

水田

土地利用
区分

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.11.3.1 治水の現状と課題治水の現状と課題 ((66))笊川・後田川の現状と課題笊川・後田川の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項

笊川及び後田川流域は、市街化の進展が顕著ですが、河川整備が遅れており、早急な治水安全度の向上が
必要であります。

P018-P018 NO.11



名取川水系の流況は、広瀬川では過去10年平均値でみると、豊水流量では郷六地点で15.77m3/s、広瀬橋

地点で16.52m3/sであり、渇水流量では、郷六地点で3.46m3/s、広瀬橋地点で1.53m3/sとなっています。

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.21.3.2 利水の現状と課題利水の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項

郷六地点下流 広瀬橋地点
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P019-P022 NO.12



名取川・広瀬川では、ダムや堰から取水し、以下のような多様な水利用が行われています。

①大倉発電所・三居沢発電所等での発電用水、 ②仙台圏への工業用水の供給、

③仙台市・名取市・岩沼市へのかんがい用水の供給、④仙台市・塩釜市内への水道用水の供給

名取川・広瀬川県管理区間における主な水利用

郡山堰(広瀬川) 愛宕堰(広瀬川)

大倉ダム
(広瀬川支川大倉川)

青下ダム
(広瀬川支川青下川)

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.21.3.2 利水の現状と課題利水の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P019-P022 NO.13



名取川水系の渇水被害としては、平成６年に水系全体で大規模な渇水被害に見舞われ、魚が大量に斃死し
たり、農業用水の取水制限などが行われました。
広瀬川では、複数の取水堰から取水しているため、減水区間が生じ、瀬切れやアユをはじめとする魚の大量
斃死がしばしば発生しています。
このような渇水が発生した場合でも、動植物の生息環境や水質の保全等河川の正常な機能の維持に必要な
流量を確保し、農業用水や都市用水の安定的な供給を図る必要があります。

郡山堰における渇水時の状況

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.21.3.2 利水の現状と課題利水の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P019-P022 NO.14



名取川流域は、上流域には国定公園や県立自然公園、緑地環境保全地域に指定されており、河口部では貞
山運河沿いに国指定の仙台海浜鳥獣保護区や仙台湾海浜自然環境保全地域に指定されています。
仙台市中心部を流れる広瀬川の広瀬橋～牛越橋上流区間においては、都市部を流れる河川でありながら、

緑豊かな水辺が連なり、多くの動植物の生息が確認されています。
これら名取川水系の河川が有する自然豊かで貴重な河川環境について、保全・継承に努めるとともに、整備
を行う際にも十分な配慮が必要です。

カジカガエル オシドリ

ゴイサギ

カワセミ

名取川流域の自然公園・環境保全地域等指定状況

広瀬川に生息する様々な生物

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 (1)(1)自然環境の現状と課題自然環境の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P023-P024 NO.15



名取川・広瀬川では、アユ、ウグイ、オイカワ、シマヨシノボリ、ギバチ等の魚類が生息していますが、
郡山堰（広瀬川）や愛宕堰（広瀬川）といった固定堰が設置されているため、魚類の遡上が阻害されています。

これらの固定堰には魚道が設置されているものもありますが、機能が十分ではなく、改修等の対策が必要
です。

夏期には郡山堰下流や牛越橋上流部などで渇水時に瀬切れが生じ、取り残された魚類が大量斃死するなど
の事態が発生しており、動植物の生育・生息及び繁殖環境に大きな影響を与えています。このような渇水時に
おける瀬切れ解消のための対策が必要です。

アユ ギバチ

牛越橋上流の渇水時の状況

広瀬川に生息する魚類

魚類の遡上を阻害する固定堰（郡山堰）

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 (1)(1)自然環境の現状と課題自然環境の現状と課題

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P023-P024 NO.16



名取川・広瀬川の水質は、環境基準ではAA類型～C類型に指定されており、ほとんどの箇所で環境基準を

満足しています。ただし、大倉ダムでは環境基準を上回っています。

ダム湖を除き、BOD及びSSとも環境基準を満足していますが、出水後に濁水の発生する場合もあるなど問

題も生じており、水質の保全に努める必要があります。

ＳＳ年平均値の経年変化（名取川）
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ＳＳ年平均値の経年変化（名取川）
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1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 ((22))水質水質

1. 河川整備計画の目標に関する事項
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P025-P026 NO.17



広瀬川におけるBOD75％値の経年変化 広瀬川におけるＳＳの経年変化

ＳＳ年平均値の経年変化（広瀬川）
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ＳＳ年平均値の経年変化（広瀬川）
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1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 ((22))水質水質

1. 河川整備計画の目標に関する事項
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P025-P026 NO.18



名取川・広瀬川の上流域は、豊かな自然環境に囲まれた渓谷景観となっており、「秋保大滝」「二口渓谷」
（名取川）、「鳳鳴四十八滝」（広瀬川）など、良好な河川景観を有しています。

広瀬川は環境省が選定する「名水百選」のひとつであり、百万都市仙台の中心市街地を流れる都市河川であ
りながら、荒々しい自然崖と豊かな河岸の緑、多くの瀬・淵が混在する渓谷さながらの景観を有しています。
名取川・広瀬川の河川整備を進めるにあたっては、これらの景観に十分に配慮し、良好な水辺空間の維持・
形成に努める必要があります。

市街地の中の自然崖と清流 広瀬川に架かる歴史ある橋

評定河原橋上流

仲ノ瀬橋上流

大 橋

霊屋橋

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 ((33))景観景観

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P027-P027 NO.19



名取川・広瀬川では、様々なイベントが行われ、多数の市民から親しまれています。また、河川愛護会による
除草などの愛護活動の他、地域住民や企業等がスマイルリバー等に積極的に参加し、河川敷における清掃

などの美化活動を行っています。
特に、仙台中心市街地を貫流する広瀬川への関心は高く、地域住民のみならず、多くの市民団体やNPO等

が年間を通じ、環境保全や親水活動等の取組みが行われています。

スマイルリバーサポーター イベント ＮＰＯ活動

ニッカウヰスキー（株）仙台工場
による新川の河川清掃活動

夏の風物詩～灯ろう流し

秋の風物詩～芋煮会

広瀬川1万人プロジェクト～

一斉河川清掃

郡山堰の仮設魚道設置
（ＮＰＯとの連携事業）

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 ((44))河川利用河川利用

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P027-P028 NO.20



名取川流域の仙台地域では、仙台地域の望ましい水循環のあり方を検討する場として、東北地方整備局、東
北農政局、宮城県及び仙台市から構成される「仙台地域水循環協議会」を設置し、学識経験者や市民の意見
を取り入れながら、「豊かな水循環が育む自然と人にやさしい杜の都の創造」を基本理念にマスタープラン（基
本方針）及びアクションプログラム（各種施策）に基づき取組みを進めています。
今後は、このアクションプログラムに基づき、社会環境や市民のニーズの変化に柔軟に対応し、豊かな 「水循

環」の保全と創造を目指していく必要があります。

健全な水循環の構築

自然崖地の保全

広瀬川では、河岸沿いに崖地が切り立つ箇所が多く、流水による侵食や風化の影響により崖地の崩壊の可能
性が危惧される箇所も確認されています。

このような自然崖地に対して、関係機関と連携し、調査・検討を実施していく必要があります。

愛宕大橋上流 土樋地区 県立工業高校対岸の向山地区

1.1.33 河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題
1.3.31.3.3 環境の現状と課題環境の現状と課題 ((55))健全な水循環系の構築、健全な水循環系の構築、(6)(6)自然崖地の保全自然崖地の保全

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P028-P028 NO.21



1.4 1.4 河川整備の目標河川整備の目標
1.4.11.4.1 洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項

(1)(1)安全性の確保安全性の確保

洪水等の災害発生の防止または軽減に関しては、過去の水害の発生状況、河川の整備状況及び流域の規模・社
会経済的重要性を勘案して、河川毎に下記の目標を設定します。

広瀬川（広瀬橋～牛越橋上流）及び名取川（人来田地区）

「戦後最大洪水である昭和25年8月洪水と同規模の洪水が発生しても、外水氾濫による床上浸水等重大な浸水

被害を防止するとともに、水田等農地についても被害軽減に努めます。」

笊川・後田川

「概ね30年に一度発生する洪水が発生しても、外水氾濫による床上浸水等重大な浸水被害を防止するととも

に、水田等農地についても被害軽減に努めます。」

上記目標を達成するため、各主要地点における河道の目標流量と河道への配分流量を下表のとおり定め、河
道改修等の整備を計画的、効率的に実施します。

50m3/s
（50m3/s)宮城県仙台市太白区西多賀五丁目笊川合流点後田川

120m3/s
（120m3/s)宮城県仙台市太白区西多賀五丁目後田川合流点笊川

2,700m3/s
（3,400m3/s)宮城県仙台市太白区中田一丁目名取橋名取川

2,400m3/s
（3,100m3/s)宮城県仙台市若林区河原町広瀬橋広瀬川

河道配分量

（整備計画目標流量）
地先名等地点名河川名

主要地点における整備計画目標流量及び河道への配分流量

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P029-P030 NO.22



1.4 1.4 河川整備の目標河川整備の目標
1.4.11.4.1 洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項

(1)(1)安全性の確保安全性の確保

1. 河川整備計画の目標に関する事項

 

広瀬橋 

名取橋 

（3,100）
2,400 

（3,400）
2,700 

大臣管理界 

大臣管理界 
太 
平 

洋
名取川 

広瀬川 

余方 

（3,300）
2,600 

 後

田

川

（120）120

（50） 
50 

（170）170

大臣管理界 

笊川 

（ ）目標流量 単位：m3/s
河道配分量 単位：m3/s
■：基準地点

名取川・広瀬川における河道配分流量

笊川・後田川における河道配分流量

P029-P030 NO.23



河道、堤防、ダムなどの河川管理施設が、本来の機能を発揮できるよう適正な維持管理や長寿命化に努め、
機能維持を図ります。また、老朽化した河川管理施設に対して維持・修繕、更新を図ります。

河川管理施設の機能維持

危機管理体制の強化

地域と一体となった防災活動を進めるために、関係機関と連携した上で、関係機関、地域住民等への河川情
報の提供や地域との情報共有、地域防災力向上を支援し、危機管理体制の強化を図ります。

1.4 1.4 河川整備の目標河川整備の目標
1.4.11.4.1 洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項

((22))河川管理施設の機能維持河川管理施設の機能維持 (3)(3)危機管理体制の強化危機管理体制の強化

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P030-P030 NO.24



名取川・広瀬川では、過去度々渇水被害を経験しており、その被害軽減を図るため、河川管理者・利水者等関
係機関で構成する渇水情報連絡会等を通じて、渇水に対する対策や情報交換等が行われています。
人々の生活はもとより多様な動植物の生息・生育及び繁殖環境の保全、水質保全を図るためには、このような
渇水に対して必要な流量を確保するとともに、限りある水資源を有効に活用する必要があります。

また、水質については、「広瀬川の清流を守る条例」など、先駆的な取組みの精神を受け継ぎ、流域一体となっ
て継続的な水質保全・改善に取組む必要があります。

(1) 河川の適正な利用

河川水の利用に関しては、限りある水資源の有効利用を図るため、水利用の合理化を進め、より適正な
水利用が図られるように努めます。

(2) 流水の正常な機能の維持

既設ダム群の有効活用等を図るとともに、広域的かつ合理的な水利用の促進を図るなどの対策により、
名取川水系河川整備基本方針に定められた流水の正常な機能を維持するために必要な流量（名取川名取
橋地点及び広瀬川広瀬橋地点ともに2.5m3/s（9～10月）、2.0m3/s（11～8月）の確保に向けた取組みに努

めます。

(3) 啓発活動

流域の関係機関と連携し、啓発活動等を通じて流域住民に節水や水質保全等について理解と協力を求
めていきます。

1.4 1.4 河川整備の目標河川整備の目標
1.4.21.4.2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P031-P031 NO.25



河川環境の整備と保全に関しては、名取川水系河川の自然豊かで貴重な河川環境と景観を保全、継承する
とともに、地域の個性や活力を活かし、歴史や文化が実感できる川づくりを目指します。
また、「広瀬川創生プラン(仙台市）」や「広瀬川の清流を守る条例(仙台市）」などの関連施策や条例と連携し、

流域全体の視点から環境に関する具体的施策を検討・実施していきます。

(1) 動植物の生育・生息及び繁殖環境の保全

魚類や鳥類をはじめとする動植物の生態の把握に努め、可能な限り動植物の生育・生息及び繁殖環境の保
全に配慮した整備を行います。また、植物外来種の拡大防止に努めます。

(2) 水質の保全

名取川・広瀬川は概ね環境基準を満足していますが、今後も環境基準を満足できるよう河川の水質の保全・
向上に努めます。

(3) 良好な景観の維持・保全

名取川・広瀬川の自然景観及び市街地部の都市と自然が調和した景観の維持・保全に努めます。

(4) 人と河川との豊かなふれあいの場の確保

地域住民の多様なニーズへの対応や、豊かな河川環境を活かし、自然とのふれあい、環境学習、レクリエー
ション等が可能となるよう、地域と連携した川づくりを行います。

(5) 健全な水循環系の構築に向けた取組み

「仙台地域水循環協議会」のアクションプログラムに基づき、流域の水循環の健全化に向け、流域自治体及
び流域住民と連携して、健全な水循環系の構築に取組みます。

(6) 広瀬川の崖地の保全対策

広瀬川沿いに点在する崖地（急傾斜危険箇所）の保全対策に努めます。

1.4 1.4 河川整備の目標河川整備の目標
1.4.31.4.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P031-P032 NO.26



河道、堤防、ダムなどの河川管理施設が、本来の機能を発揮できるよう適正な維持管理に努め、機能維持を
図ります。

(1) 河川やダム等の管理施設の機能を維持していくため、巡視及び点検を行い、必要に応じて補修・更新を
行います。

(2) 巡視等に基づき、良好な河川環境の維持のため、堤防等の除草や流下の妨げになっている異常堆積土

砂の撤去、河道内樹木の伐採等を行います。

(3) 堰などの占用工作物（河川管理者以外が管理する工作物）については、関係機関等と連携し、施設の機

能維持に向けた取組みを検討していきます。

(4) 地域に親しまれる河川として地域住民、愛護会、スマイルサポーターなどと連携・協力し、美化活動等の

取組みを推進していきます。

(5) 渇水時において、動植物が生息・生育及び繁殖可能な水量確保の方策に努めます。

(6) 洪水や地震が発生した際には、迅速な情報提供や対応等に努めます。

1.4 1.4 河川整備の目標河川整備の目標
1.4.41.4.4 河川の維持管理に関する事項河川の維持管理に関する事項

1. 河川整備計画の目標に関する事項 P032-P032 NO.27



名取川水系の県管理区間における洪水を安全に流下させるための河川工事の箇所は下記のとおりとします。
ただし、河川の抜本的な整備箇所以外は、維持管理に位置づけるものとし、下記に記載しないものとします。

1,395m笊川合流点～城南橋付近後田川

1,450m唐松橋～鈎取橋上流笊川

600m人来田地区名取川

9,000m広瀬橋～牛越橋上流広瀬川

整備延長施工箇所河川名

河川工事施工の場所

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.12.1.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P033-P033 NO.28



広瀬川 広瀬橋～牛越橋上流の整備概要

広瀬川の広瀬橋～牛越橋上流区間については、洪水の流下を阻害している河道内の樹木や中州、寄州に
ついて、樹木管理（伐採等）や河道掘削（中州・寄州の除去）を実施し、引き続き流下能力が低く堤防整備が
必要な区間の築堤整備や堤防の部分的嵩上げなど、計画目標流量の確保に向け、段階的に整備を図りま
す。
樹木管理（伐採等）や河道掘削（中州・寄州の除去）は、行政と地域住民やNPO等と協働で作成した「広瀬川

管理計画」に基づき実施します。

広瀬川

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.12.1.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P034-P035 NO.29



○住民やＮＰＯ等と現地を踏査し、樹木管理（伐採等）や河道掘削（中州・寄州の除去）を行う。
○河川環境への影響を考慮し、必要に応じて樹木伐採前後にモニタリング調査を実施する。
○広瀬川の管理に関わるその他の取組みや活動等については、これまで同様、住民やＮＰＯ等と

協働で実施していく。

広瀬川管理計画 標準横断図

広瀬川

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.12.1.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P034-P035 NO.30



大倉ダムの現状
・大倉ダムは、昭和36年に完成したダブルアーチ式コンクリートダムであり、二連のアーチダムとしては日本唯

一です。現在でも、維持管理を継続的に行い、洪水調節をはじめ、かんがい用水や発電用水、上水道・工業用
水等を供給しています。
・ダム湖周辺には、生活道路や定義如来西方寺に通じる県道等が整備されており、また集落や小学校などが
立ち並んでいます。
大倉ダムの整備方針
・大倉ダムの再開発やダム湖掘削等による洪水調節容量の拡大等は実施せず、下流広瀬川の整備内容を踏
まえ、既存大倉ダムの機能が有効に発揮されるよう洪水調節操作方法を検討していきます。

ダム湖周辺の状況

大倉ダム

大倉ダムのダブルアーチ形状

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.12.1.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P036-P036 NO.31



名取川の県管理区間については、流下能力が不足している名取川の人来田地区の河道掘削と堤防嵩上
げを実施します。

名取川人来田地区の整備概要

名取川

茂庭荘前の河道掘削 茂庭荘上流付近堤防嵩上げ

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.12.1.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P036-P037 NO.32



現在整備が進行中である笊川及び後田川については、鋭意河道改修を進めます。
住宅等が密集した市街地にある河川であるため、整備に際しては用地上の制約を受けることから、法勾配が
急なブロック製品等を用いた整備を実施しています。このため、護岸や水際には、植生の生育に配慮した製品
や材料を使用したり低々水路を確保するなど、自然環境に配慮した整備を実施していきます。
また、法勾配が急な護岸が連続する区間では、親水性の確保や維持管理、増水した際の河道内からの避難
確保等を考慮し、階段を設置していきます。

笊川・後田川の整備区間

笊川・後田川

笊川・後田川改修概要

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.12.1.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P037-P037 NO.33



名取川水系河川整備基本方針における流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常流量）は、名取
川では名取橋地点において9月から10月は2.5m3/s、11月から翌年8月は2.0m3/s、広瀬川では広瀬橋地点に
おいて9月から10月は2.5m3/s、11月から翌年8月は2.0m3/sです。

渇水時においては、国土交通省や関係機関と連携し、動植物の保護等河川環境の保全や発電用水、農業用
水の安定的な利用が可能となるよう、大倉ダムにおいて弾力的運用の試行や検討を行うとともに、渇水情報
連絡会等を通じて、利水関係者等と調整を図ります。

節水や水質保全等について、流域住民の理解と協力が得られるよう、関係機関と連携し啓発活動に努めます。

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.22.1.2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する整備河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する整備

2. 河川の整備の実施に関する事項 P038-P038 NO.34



名取川・広瀬川では、魚類・鳥類をはじめとする、多種多様な動植物の生息・生育及び繁殖のための豊かな自
然環境を維持していく必要があります。
そのため、河道掘削等の河川工事の実施にあたっては、文献資料による把握や必要に応じて専門家の意見、
地域住民の意見等を聴取し、極力自然材料を用いた河岸整備や多自然川づくりにより、可能な限り動植物の
生息・生育及び繁殖のための環境の保全に配慮します。
特に広瀬川では、今までのモニタリング調査結果を有効に活用し、河道内の動植物の生息・生育および繁殖
環境に配慮した樹木管理（伐採等）や河道掘削（中州、寄州の除去）を実施し、必要に応じて、フォローアップ
調査を実施していきます。

自然環境に配慮した河川整備

現状

段階的整備

中州・寄州管理のイメージ（例）

段階的な樹木管理（例）

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 (1)(1)動植物の生息・生育及び繁殖環境の保全動植物の生息・生育及び繁殖環境の保全

2. 河川の整備の実施に関する事項 P038-P038 NO.35



アユ等の遡上に配慮し、関係機関との連携により、固定堰等の魚道における魚類の遡上環境を改善していき
ます。
渇水時の瀬切れ対策については、大倉ダムの弾力的運用を実施し、渇水時の大倉ダムからの放流により、魚
類をはじめとした動植物の生息・生育及び繁殖環境に必要な流量の確保に努めます。

魚のすみやすい川

改良後

改良前 運用前

運用後

施設を改良した
広瀬川郡山堰左
岸魚道

大倉ダムの
弾力的運用
による流況改
善

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 (1)(1)動植物の生息・生育及び繁殖環境の保全動植物の生息・生育及び繁殖環境の保全

2. 河川の整備の実施に関する事項

広瀬川の護岸周辺には、外来種であるクワモドキ（オオブタクサ）などが侵入し、生育範囲が拡大している箇所
が見られます。このような外来種の植物に対して、生息実態を十分に把握し、効果的な対策方法について検討
していきます。

植物外来種対策

P039-P039 NO.36



県管理区間内の河川の水質は、大倉ダムを除き概ね環境基準を満足しており、今後も継続して水質データを
蓄積し、水質の維持・向上に努めます。また、河川改修等の工事の際は、下流河川に濁水等の影響が生じな
いよう十分に配慮します。
さらに、流域の関係機関と連携し、生活排水等が直接河川に流入しないよう汚濁流入対策等の取組みを検討
していくとともに、国、県、関係自治体からなる名取川水系水質汚濁対策連絡協議会において、情報発信、情
報交換を行い、監視・保全に努めます。

水質の保全

水質事故の防止

河川内に油などが流出する水質事故対策としては、関係機関との連携等により
早期に対策を実施し、被害拡大防止を図ります。
また、未然防止に向け、ホームページ等で水質事故防止の啓発を図ります。

オイルフェンス設置状況

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 ((22))水質水質 (3)(3)良好な景観の維持・保全良好な景観の維持・保全

2. 河川の整備の実施に関する事項

広瀬川は環境省が選定する「名水百選」のひとつであり、百万都市仙台の中心市街地を流れる都市河川であ
りながら、荒々しい自然崖と豊かな河岸の緑、多くの瀬・淵が混在する渓谷さながらの景観を有しています。
名取川上流には、「日本の滝100選」に選定されている秋保大滝や、国の天然記念物に指定されている「姉

滝」を有する二口渓谷など、すばらしい自然景観が形成されています。
河川の整備を進める際は、これらの景観に十分に配慮するとともに、良好な水辺空間の維持・保全に努めま
す。

良好な景観の維持・保全

P039-P040 NO.37



地域住民の多様なニーズに対応していくため、自然豊かな河川環境を活かした親水性のある川
づくり及び利活用方策などについて、市民団体・ＮＰＯ・関係機関等と連携・協働による取組みを
進めていきます。
住民やNPO、市民団体等参加による河川愛護活動やｽﾏｲﾙｻﾎﾟｰﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの取組みを推進し

ます。

連携・協働の取組み

現場踏査
(写真上：宮沢地区、写
真下：澱地区)

ワークショップによる
計画づくりに向けた議論

議論のとりまとめ
と計画の図案化

広瀬川（宮沢地区・澱地区）におけるワークショップ等による住民参加型の川づくり

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 ((44))人と河川との豊かなふれあいの場の確保人と河川との豊かなふれあいの場の確保

2. 河川の整備の実施に関する事項 P040-P040 NO.38



市民が簡単に参加でき、
楽しめるイベント等を通し
て、河川への関心を高めて
いきます。

河川への関心の高揚

ふれあいの場の確保

都市空間における貴重な自然とのふれあいの場、
環境、歴史、文化の学習ができる場の維持、保全
を図ります。

広瀬川親子探検教室(H18仙台土木事務所)の様子

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 ((44))人と河川との豊かなふれあいの場の確保人と河川との豊かなふれあいの場の確保

2. 河川の整備の実施に関する事項

（春）広瀬川で遊ぼう （夏）灯ろう流し （秋）芋煮会
名取川・広瀬川におけるイベント

遊歩道やスロープの整備など、子供から高齢者、
身障者まで川に近づきやすい川づくりを進めます。

川に近づきやすい川づくり

牛越橋から八幡地区に接続する
高水敷内の遊歩道及びスロープ 牛越橋下流左岸のスロープ

P041-P041 NO.39



「仙台地域水循環協議会」のアク
ションプログラムに基づき、流域の
水循環の健全化に向け、流域自治
体及び流域住民と連携し、健全な水
循環系の構築に取組みます。

健全な水循環系の構築

「天水桶」による
雨水の貯留によ
る流出量の低減
と節水対策

「限りある水資源の有効活用」に向けた事例

安定した水量の確保や良質な水質の維持、土砂流出の防止等の観点から、上流域の水源地域における森林
保全や増進等について、関係機関と連携し検討していきます。

ダム湖周辺等における、関係機関や市民団体等による市民参加の植樹活動の取組み等を支援していきます。

上流域の森林保全

植樹前の裸地 植樹後1～2年後
平成9年～平成13年
大倉ダム植樹実施範囲

「良好な水資源の保全」に向けた取組みの事例（大倉ダムにおける広葉樹植樹）

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 ((55))健全な水循環系の構築に向けた取組み健全な水循環系の構築に向けた取組み

2. 河川の整備の実施に関する事項 P042-P042 NO.40



広瀬川では、河岸沿いに崖地が切り立つ箇所が多く、流水による侵食や風化の影響により崖地の崩壊の可能
性が危惧される箇所も確認されています。
これらの崖地では、流水により侵食が進行する恐れのある箇所については、水流を緩やかにするような水制
工などの対策を、周辺環境にも配慮しながら検討していくほか、関係機関と連携し、調査や対策に向けた検討
を行っていきます。

広瀬川沿いの急傾斜危険箇所

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 ((66))広瀬川の崖地の保全対策広瀬川の崖地の保全対策

2. 河川の整備の実施に関する事項 P042-P043 NO.41



広瀬川では、安全安心の豊かな川づくりを行い、広瀬川の新たな魅力の創出を図っていくことを目的に策定さ
れた「広瀬川創生プラン（仙台市）」や、広瀬川の豊かな自然環境と清流にふさわしい良好な水質を保全する
ために制定された「広瀬川の清流を守る条例(仙台市）」などの施策・条例などがあります。

これらの施策や条例と連携し、広瀬川の流域全体の視点から、環境に関する具体的な施策などを検討・実施
していきます。

広瀬川創生に向けた基本理念広瀬川創生に向けた基本理念
ⅠⅠ..悠久の流れ・広瀬川の自然環境の保全悠久の流れ・広瀬川の自然環境の保全
ⅡⅡ..広瀬川と共生する暮らしの発見と創出広瀬川と共生する暮らしの発見と創出
ⅢⅢ..市民による連携と市民と行政との協働市民による連携と市民と行政との協働

広瀬川創生プランの基本理念

広瀬川の清流を守る条例における環境保全区域

2.12.1 河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要河川工事の目的、種類及び施工場所並びに、当該河川工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

2.1.32.1.3 河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項 ((７７))関連施策や条例と連携した川づくり関連施策や条例と連携した川づくり

2. 河川の整備の実施に関する事項 P043-P043 NO.42



日常及び異常時(地震や洪水等)発生後の巡視や点検

等により、堤防の異常箇所の早期発見と補修を行い、
機能の維持を図ります。

樋管など河川管理施設の点検、異常箇所の補修及び
計画的な更新を行います。

雨量や水位などの水文観測施設の維持を図ります。

河川管理施設の維持管理 河道の維持管理

洪水の流下の妨げになっている堆積土砂の撤去、
河道内の樹木伐採等を実施します。

河川愛護団体やスマイルサポーター、ＮＰＯ等との
連携・協働による除草や清掃等により、良好な河川
環境の維持に努めます。

日常や異常時(地震や洪水等)発生後の護岸等の状

況を巡視し、異常箇所の早期確認と補修を行います。

2.22.2 河川の維持の目的、種類河川の維持の目的、種類
2.2.2.2.11 河川の維持の基本となる事項河川の維持の基本となる事項

2. 河川の整備の実施に関する事項

「災害発生の防止」、「河川の適正な利用」、「流水の適正な機能の維持管理」、「河川環境の整
備と保全」等の観点から、河川管理施設の本来の機能が発揮されるよう適切に維持管理してい
きます。

2.2.22.2.2 河川の維持管理河川の維持管理

巡視を実施し、不法占用、不法投棄の防止に努めま
す。
広瀬川高水敷に見られる不法耕作の防止について、
対策を検討し対応していきます。
既存の河川利用施設の活用に向けた取組みを推進し
ていきます。

適正な河川空間の管理 その他施設の管理

河川管理者以外が管理する占用または許可工作
施設等について、施設管理者や関係機関等と連携
し、施設機能維持や施設周辺の河川環境の保全等
に向けた取組みを検討していきます。

P044-P045 NO.43



(1) ダム施設の機能維持の確保

・ダム施設の点検により、必要に応じて補修や更新を実施するなど、ダム施設や設備の機能維持の確保を

図ります。

(2) 地震への対応

・地震の発生に対しては、気象庁や県・市町村と連携し、情報の収集・
伝達や、管理施設の適切な操作を実施します。また、ダム施設の迅
速な巡視、二次点検を行い、二次災害の防止を図ります。

・また、大規模地震発生等による非常時に備え、非常用発電設備の
定期点検や、堤体やゲート設備等の点検、巡視等による挙動の監
視など、日常から非常時に備えた施設の点検等を行っていきます。

さらに、ダム湖周辺の道路に被害があった際は、迂回路等による輸
送及び避難ルートの確保に向け、関係機関と連携し検討を行ってい
きます。

(3) ソフト対策

・有事の際に適切な行動ができるよう避難訓練や災害訓練の実施を支援していきます。

ダムの維持管理

昭和36年に完成した大倉ダム

景観や河川環境の保全のための取組みを実施します。必要に応じて専門家の意見や地域住民の意見等を聴
取し、景観、河川環境の保全に努めます。また、外来種への必要な対策を実施します。

自然環境の維持管理

2.22.2 河川の維持の目的、種類河川の維持の目的、種類
2.2.22.2.2 河川の維持管理河川の維持管理

2. 河川の整備の実施に関する事項 P045-P045 NO.44



洪水時の避難、水防活動、救援活動などの円滑で効率的な実施に役立てるため、河川情報の収集を行い、宮

城県河川流域情報システム（MIRAI）によりインターネットや携帯電話を通じて関係機関、地域住民等への河

川情報の提供を行うとともに、地域との情報の共有化を図ります。

広瀬川は水位周知河川に指定されています。洪水時の河川情報を迅速に一般市民に提供するとともに、水防

管理団体と連携を図り、被害の軽減に努めます。

また、身近な目の触れる箇所に水位表示を行うなど、住民自らも水位の状況を把握できる取組み等も行って

いきます。

沿川地域住民の自主的な防災意識の高揚促進、及び計画を超える大規模洪水への備えとして、出前講座や

ダム学習会を実施します。

洪水への対応

宮城県河川流域情報システム（MIRAI) 大倉ダム見学会・学習会

2.22.2 河川の維持の目的、種類河川の維持の目的、種類
2.2.32.2.3 危機管理体制の整備・強化危機管理体制の整備・強化

2. 河川の整備の実施に関する事項 P046-P046 NO.45



仙台市や名取市では既に洪水ハザードマップが作成されています。洪水ハザードマップが活用されるよう、必
要な情報提供や地域住民に防災訓練などへの参加を促すための取組みや支援等を関係機関と連携して実施
します。

洪水時の的確な避難確保や情報提供等が図れるよう、関係市町と連携・協力し、必要に応じてハザードマップ
の更新を図ります。

地域防災力の向上

仙台市洪水ハザードマップ 水防活動訓練状況

渇水対策

渇水連絡調整会議の開催により、利水関係者間の水利調整を円滑に推
進するなど、関係機関等と連携し対応します。

大倉ダムの弾力的運用に努め、広瀬川の渇水時における流況を改善し
ていきます。

渇水時には、釜房ダムからの導水について、国と連携して取組みます。
渇水情報連絡会の開催状況

2.22.2 河川の維持の目的、種類河川の維持の目的、種類
2.2.32.2.3 危機管理体制の整備・強化危機管理体制の整備・強化

2. 河川の整備の実施に関する事項 P046-P046 NO.46


